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経口的子宮収縮剤「パルタン錠」の使用経験
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　　　　　　〔1〕緒書，　　　　　て・醐間中に分搬る正粉獅人より・アツトラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンダムに乱数表にて15名を抽出し第三群とした。
辮人科の臨床蘭’て棺囎不全は・弛緩lli　ntL　以上ヨ洋につぎ漉騨一日目より四目目まで。子

薄糖謙灘鰍繧艘課膿爵露麟につ・観察L…成績は以下・如

は，臨床経過を順調にする非常に重大な要因となるこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先ず第1群と第2群の産褥子宮収縮状態は第1表，
とは周知の如くであり・舗の子割又欄が此v°・治　第，劾ごとくで第、日目嬬けるt　、N縮状熊で醐

療稟裕礪譲繋藪鯉薫萎翻，・か賄意・差・禍れた・

脳下垂体後葉製剤，硫酸スパルテイン等，更にまた内
服薬でもギネルゲソ，メテルギソ等の新製晶が次々に　　　第1表　パルタン錠使用例の分娩後子宮収縮状態

出現している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番

　最近吾々も経口的新子宮収縮剤「パルタン錠」（持　　　号

田製薬）の提供を受け試用する機会を得たのでその成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1績の大要につき報告する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　尚「パルタソ錠」一錠中の成分は，Vレイソ酸エル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
ゴメ＞Vソ（、・05mg・礁スパルテイン50mg・ビラ　4

ビタール100mg・アドレノクロvゾソ15mg・メナジ　　　　5

オン（VKB）0・5皿9である。　　　　　　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7
　　　　　　〔1〕実験材料　　　　　　　　　　 8

　信州大学産婦人科教室に入院中の正常分娩後の45例　　　　9

の褥婦並びに妊娠2～4ケ月で人工妊娠中絶を施行せ　　　10

る15例である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12

　　　　　　〔皿〕臨床成績　　　　　　　　　　13
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14
　　1）　産褥子宮における「パルタソ錠」の子宮収
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15
　　　縮効果

　一定期間内に正常分－娩せる30名の褥婦を各々ユ5名ず

年　1経回1　　　子　　　宮　　　底
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つの二群に分け，第一群には「パルタソ錠」を分娩終　　　　之等f，1［群と対照群（各15例）の平均子宮底高

了目より一目四錠五日間服用させ，第二群には麦角流　　　（cm）の推移情況を図示すれば第1図のごとくで産褥

動エキスー日量2・Occを同日数投与した。尚対照とし　　二日目以後では「パルタソ錠」服用例が最も良好な収
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縮状態を示し，他の二群との差は産褥日数と，ともに　　た。

大ぎくなり，産褥四日目ではあきらかに良好な牧縮を　　　　悪露の状態については，産褥四日目までの期間では

示している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特に他の二群と比べて，著明な差は認められなかつた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，褐色化するのがや玉早いかのように思はれた。

　第2表　麦角流動エキス使用例の分娩後子宮

　　　　　収縮状熊　　　　　　　　　　　　　　　　第3表　　　各群の悪露状態
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　　　　　　2）人工妊娠中絶における「パルタソ錠」の8

8　　　　　　子宮収縮効果

11　　　　同一の術者により人工妊娠中絶を施行せる15例（妊
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・5i16113　成績は第嬢のごとくであり，平均子宮・購率は

　　　　　　　　　　　　8・9で，対照例の平均子宮収縮率4．4との間には推計

eg、・図　欝の棺収縮状態　　　　学網よ5％の鰍率では浦意嵯は認めらオtなか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つたが，］5例中11例に収縮率が5以上と良好の成績を

第］表　　人工妊娠中絶後の子宮収縮率

1

2

3

4

5

6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

　また一日平均の子宮収縮状態に関しても，第1群　　　M

・．・・m，剃群・．5・m，第1K群・．・・mと「・・〃、12

勲騨が最・鰍傾向を示・た・　　ll
　また本剤服朋時の下腹痛も他の二群に比し軽度で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15
あり，これは錠剤中のピラプタールの作用のためと考
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示すことは，充分に本剤の効果を物語るものと考えら　　えられる。

れる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔V〕結　　語

　　　　　　〔「v〕考案　　　　　　以上雛・的子宮収縮止蝋「，・ルタソ錠」の試用

　「パルタソ錠」の臨床成績に関しては既に藤森，輿　　　成績につき報告したが，本剤は投与方法の簡便なご

石，鈴木，丸山，宮尾，岩橋等の発衷があり，何れも　　　と，並びにその奏効率の優れていること及び副作用の

使用方法が騨・かつ鋤軋極めて高し・ことを報告　全く認められぬこと等より，子？鞭古，感染予騰の

している。本剤はマレイン酸エルゴメトリン，硫酸ス　　　国的に充分応用価値ある薬剤と考えられる。

パルテイソの相乗作用により，従来の夫々の単独経口

投与量よりも1ん～1／，量で良好なる子宮収縮状態を　　　　（稿を終るに臨み岩井教授の御校閲を深謝する。）

得ることを始めとして，アドレノクPt　nゾン，メナジ「

オン（VKa）により更に血管強化作用血管透過性抑制　　　　　　　　　孟要文献

作用が発揮されるために止血効果も極めて大とされて　　①藤森速水・他：産婦世界　11巻7号（1959）　②廉

いる。　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林：日本産婦　10巻12号（1958）　　③藤森：産と婦

　吾々が今圃試用した成績においても，大体満足すべ　　　26巻8号（1959）　　④安井・楠本：産婦世界　3巻
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これは収縮等の他の情況に応じて適宜増減すべぎと考


